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主な内容

１．認定基準の概要

２．公務上の負傷の認定

３．公務上の疾病の認定

４．通勤災害とは
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１．認定基準の概要
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２．公務上の負傷の認定
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公務上の負傷の認定基準（原則として、公務災害）

①通常又は臨時に割り当てられた職務遂行中の負傷

②職務遂行に伴う合理的行為

③職務遂行に必要な準備行為又は後始末行為中の負傷中の負傷

④ 救助行為中の負傷

⑤ 防護行為中の負傷

⑥出張又は赴任の期間中の負傷

⑦特別の事情下の出勤又は退勤途上の負傷

⑧レクリエーションに参加中の負傷

⑨ 設備の不完全又は管理上の不注意による負傷

⑩ 入居が義務づけられている宿舎の不完全又は管理上の不注意による負傷

⑪職務遂行に伴う怨恨による負傷

⑫公務上の負傷又は疾病と相当因果関係をもって発生した負傷

⑬ その他、公務と相当因果関係をもって発生した負傷
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【具体例として・・】

（１）公務運営上の必要により特定の交通機関によって出勤又は退勤することを強制されている場合の
出勤又は退勤の途上

（２） 突発事故その他これに類する緊急用務のため、直ちに又はあらかじめ出勤することを
命ぜられた場合の出勤又は当該退勤の途上

（３） 午後10時から翌日の午前７時30分までの間に開始する勤務につくことを命ぜられた場合の
出勤の途上

（４）午後10時から翌日の午前５時までの間に勤務が終了した場合の退勤の途上

（５）引き続いて24時間以上となった勤務が終了した場合の退勤の途上 10
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３．公務上の疾病の認定

（１）公務上の負傷に起因する疾病

（２）職業病

（３）公務に起因することが明らかな疾病
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（４）合理的な経路及び方法

⇒ 社会通念上、住居と勤務場所との間に往復する場合に用いる

と認められる経路及び手段
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始点・終点間の災害か否かで
通勤災害・公務災害の
線引きがなされる
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